日本医科大学の小論文のテーマは毎年変化しており，対策が立てずらいと思うかもしれませんが，小論文であることには変わりありません。
注意点は，課題文があるのですから，課題文を無視して自分の得意な分野の文章にしてしまわないことです。

最近4ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2008「市野川容孝 著『隔離される身体』からの抜粋を読み，疫病対策について，あなたの考えを600字以内で述べなさい。」

・2009「医療における偏見」についてあなたの考えを600字以内で述べなさい。

・2010『医学を変えた発見の物語』Julius Comroe, Jr. (諏訪邦夫　訳)より抜粋した文章を読んで，研究・教育・臨床」の関係について考察し500字以上600字以内で述べよ。」

・2011「神山潤『「夜ふかし」の脳科学』からの抜粋を読んで，あなたの考えを500字以上600字以内で，まとめなさい。」
さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
次の文章を読んで，下記の設問に答えなさい。

患者が重篤な状態に陥ると、医者、看護婦は廊下鳶のように飛んで歩く。そうしなければいられないという雰囲気がありますね。そのようななかで、患者のみみずの鳴くような声を聞こうとするスタッフは、ほとんどいない。はやく機械を持ってきて、ということになる。それが現代の医者や看護婦の職業的な反射運動になっているのです。

　しかし、死んでいく人にはその人なりの人格がある。言葉や表情では十分に表現できないかもしれないけれど、聞いてもらいたい願いや希望、もう一度虹を見たいとかね、それから精神的葛藤、そういうものがあるのです。ところが、死んでいく人のそういう声を聞こうとする前に、ドンドコ、ドンドコ、機械で管理していかなければならないといられないというのは、いったいどういうわけなのか。

　このままでいくと、未来社会では、人間の生死を機械とコンピュータが判定することになる。患者の状態を生化学的装置や電子工学的装置が監視していて、患者が死ぬと、生死を示す表示灯がパッパッとまたたいて教えてくれるということになりかねない。

設問
この文章の論者の主張について，あなたの考えを600字以内で述べなさい。

すばらしい答案を期待しています。

[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
